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１．研究の背景と目的 
本研究の「背景と目的」は前報その 3 に示すとおりで

ある。本報その 4 では、紙面の都合上、2 地区のうち主に

「鉄輪温泉地区」に関わる住民や旅館経営者、観光客等

の様々な主体が、各要素やそれらの近傍で営んでいる生

活や生業の様子を、ヒアリング調査と実態調査により明

らかにする。その結果、当該地区の景観の形成メカニズ

ムを明確にすることを目的としている。 
２．主体ごとの空間利用の傾向（鉄輪温泉地区） 

図 1 はヒアリング調査により明らかとなった主体ごとの

動線、行動を図化したものである。この図から、3 つの

「共同温泉」注 1）をつなぐ道沿いに人の動線が集中してい

ることがわかる。長期滞在者は地区内で買い物をするた

め「小売商店」を利用しているが、他の主体者は安価で

品揃えの良い大型量販店を利用し、不足分を補う場合な 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ど稀に利用するに留まっている。ゆえに「小売商店」の

利用が人々にとって日常的であるとは言い難く、地域内

には廃業した「小売商店」がいくつかみられる。しかし、

現在でも営業を続けている「小売商店」は、「地獄釜」を

用いて調理した食品を販売するなどして[長期滞在者][飲

食店店長]等の利用客を得ている。 

「共同温泉」の利用に関しては、内湯を持つ住民は内湯

や、私営温泉を好んで利用する住民がいる。滞在者も宿

泊先の内湯を利用することが多く、自ら積極的に「共同

温泉」を利用することは少ない注 2）。一部の住民は毎日定

刻に「共同温泉」を利用する様子が確認できている。ま

た、入浴するだけなく、定刻に訪れる顔見知り同士が会

話や情報交換を行うこが目的で、毎日利用する住民も観

察されており、現在でも「共同温泉」の利用が生活の一

部となっていることを明示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 各活動主体の生活・生業による空間利用の軌跡図（鉄輪温泉地区） 
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３．主体ごとの空間利用の変遷（鉄輪温泉地区） 

表 1はヒアリング調査や歴史調査により明らかとなった 

主体者ごとの空間利用の変遷を図化したものである。表

１において、地区の景観を構成する主要な要素に関係す

る項目を●「小売商店」★「共同温泉」■「旅館」とし

て示している。以下にその利用の変遷を考察する。 

●「小売商店」：湯治場として栄えてきたこの地区の

「小売商店」は観光客、湯治客、旅館関係者や住民に利

用されていた。しかし、現在に至るまでに需要が大きく

低下してきている。これらの要因として、【交通の変化注 3）

による大型量販店の出現】、または【地区外への行動範囲

の拡大】が主に考えられる。そのなかで現存している

「小売商店」は、他にはない付加価値のある「小売商店」

であることがわかる。例として、「地獄釜」を利用して蒸

した野菜や卵などを販売しているなどである。 

★「共同温泉」：約 60 年前は、地区内にいるほぼ全ての

人々が「共同温泉」を利用していた。そこでは、湯治客、

観光客や住民など地区内の人々が集まり、重要なコミュ

ニケーションの場であった。しかし、1950 年頃からのボ

ーリング技術の発達により旅館や住宅にも内湯が設置さ

れるようになってきた。これにより現在、「共同温泉」の

需要が低下してきている。また、地区に住む住民は他の

住民との会話や情報交換が目的で毎日利用することは現

在でも変化はない。このように、1950 年以前に比べて需

要は低下してきているが、現在でも「共同温泉」は生活

の一部であるといえる。 

■「旅館」：「共同温泉」を中心に湯治場を形成してきた

鉄輪温泉地区は、1910 年頃に【別府の観光業が発達】す

ることで旅館や貸間が増加した。また、交通の変化【九

州横断道路の開通】【関西汽船の高松港休止】が 1960 年

以降に起こった。前者により、道路沿いには大型旅館が

建設され、さらに後者によって地区内の小規模旅館が衰

退していった。 

４．総括 

本研究では、まず特徴的な構成をもつエリアにおいてヒ

アリング調査を行い、住民や旅館経営者、観光客等の主

体者の行動や生活・生業を把握し、その結果を図面に示

した。加えて、各要素や空間利用の変遷を年表によって

総合的に示し、人々の生活・生業や要素がどのように変

化してきたかを整理し把握した。それらの結果、毎日

「共同温泉」に入浴をしたり、調理の際「地獄釜」を利

用したり、地区内において人々の生活・生業と各要素に

おける関係が現在でも保たれる部分があるものの、住民

や旅館経営者の入浴や購買、長期滞在者の飲食等におい

て、利用者のニーズの一部が地区外へ流出していること

も明らかとなった。 

その一方で、湯治慣習の中ではみられなかった短期滞在

者が地区の構成的特徴を示す「地獄釜」や「共同温泉」

を 1～2 泊の滞在中または日帰りで、体験的に利用する傾

向にあり、一部の旅館や施設にはこれに応えようとする

施設整備の実態も確認できている。つまり、これまでの

長期滞在とはやや異なった形態ではあるが、現在も地域

の要素（資源）が、営みの中で利用されていることが明

らかとなった。 
今後「湯けむり景観」を保全するにあたっては、景観を

構成している物的要素を単に保存するだけでなく、人々

の生活・生業まで配慮した一体的な保存が必要であると

考えられる。特に鉄輪温泉地区の生業の中心となってい

た湯治といった生業は、時代と共に人々の生活やニーズ

は変化し衰退しつつある。それらの生業や関係する景観

構成要素を如何に扱っていくかは大きな課題であるが、

本研究で得られた、当該地域の文化的景観の生成メカニ

ズムの変遷は、保存活用計画における、有益な知見であ

ると考えることができる。 
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【補注】 

注 1）3 つの共同温泉とは「熱の湯」「渋の湯」「地獄原温泉」である。 

注 2）ヒアリング調査の結果から、女将の勧めなどでその存在を知り、 

入浴に行くことがしばしばあることが確認できている。 

注 3）1964 年の九州横断道路開通。 

    

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 鉄輪温泉地区 活動主体ごとの空間利用の変遷 

 

観光客の増加

住民短期・中期・長期滞在者

一部の湯治宿が旅館へと変化

上総堀に代わり、ボーリング技術の発達

気液分離装置の設置

九州横断道路の開通

私営温泉の建設

大型商店の出現

不足分など少量の買い物のみ小売商店を利用

安価で品揃えの良い大型商店の利用

旅館経営者観光客 商店関係者

共同温泉を利用

小売商店を利用 地区内で商売

地獄釜など付加価値の

ある小売商店が残る
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景観変容 西暦

湯治宿が旅館へと変化

地獄釜利用

別府の観光業が発達

大
型
旅
館
新
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期

大型旅館が建設される

関西汽船の高松寄港休止

湯治客の激減

小規模旅館の衰退

自宅に内湯が併設される貸間旅館に内湯が併設される

共同温泉利用の減少

地獄釜利用 地獄釜利用

共同温泉を利用内湯を利用私営温泉を利用

　　凡例

　　　　　地区全体に関係する出来事 　　　　　　　 ハードに関係する変化　　　　　　　ソフトに関係する変化

」釜獄地「　　　　　　　」館旅「　　　　　　　　」泉温同共「　　　」店商売小「　　　　　

　　　　　  　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 　　　　　　　

旅館や貸間が増加

内湯を利用
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